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Ⅰ．　は　じ　め　に

　平成 25 年度に広島県地域保健対策協議会（地対
協）に「終末期医療のあり方検討特別委員会」が発
足し，その活動目標として「アドバンス・ケア・プ
ランニング（ACP）の普及」に取り組みはじめた。
　その後，平成 29 年度からは，在宅医療・介護連携
推進専門委員会「ACP普及促進WG」として 4年間
活動を継続した。
　さらに令和 3年度からは，「ACP普及促進専門委員
会」としてACP普及に努めた結果について報告する。

Ⅱ．　委員会，研修会，打合せ会の開催について

　◎打合せ会（令和 3年 4月 16 日）　協議内容
　　・ 地対協ACP普及促進専門委員会委員構成に関

する意見交換
　　・令和 3年度の活動予定
　　　ACP普及推進員研修の開催方法について
　　・ACP普及のためのポスターの取り扱いについて

　◎打合せ会（令和 3年 7月 30 日）協議内容
　　・普及推進員養成研修会の開催方法について
　　　 令和 2年度と同様，広島と福山の 2会場で開

催を予定。
　　　 コロナ感染症の状況によっては開催回数は 1

回でオンライン開催も準備する。
　　　 グループワークも実施したいがオンラインの

実施経験が少なく不安を感じるという意見も
あった。

　　・ フォローアップ研修会開催企画について話し
合った。

　◎ 第 1回ACP普及促進専門委員会（令和 3年 8月
18 日）

　1） 令和 2年度第 2回 ACP普及促進WG書面会議

の開催結果を報告
　2） 令和 3年度 ACP普及推進員養成研修及びフォ

ローアップ研修について
　　・ 令和 2年度は参集型で基礎講習とグループ

ワークの組み合わせで，広島・福山 2会場で
開催した。令和 3年度も 9月 5日に福山，9月
12 日に広島会場で参集型開催を予定する。

　3） 令和 3年度 ACP普及促進専門委員会の取組み
について

　　・ 令和 2年度に実施した ACP（人生会議）に関
するアンケート調査結果に基づく取組につい
て検討した。

　　・ 普及啓発が困難な理由として最も多かった理
由は「時間不足」だった。課題解消するため
の取組について意見交換を行った。

　　・ ACPに対する地域温度差が大きい。ACPに関
する医師と看護・介護関係者間での連携構築
が重要で，その上で啓発方法について地域ご
とに話し合いを行うことが必要との意見が
あった。

　　・ 医療・介護関係者だけでなく，一般県民への
啓発も継続して実施することも重要である。

　4）ACPのポスターの評価について
　　・ ACP（人生会議）のポスターは令和元年度に

作成し，令和 2年度から各医療機関や行政等
に配布啓示を実施してきた。

　　　 コロナ禍で医療機関を受診する機会の減少や，
研修会開催も減っていることから効果が限定
的だとの指摘があった。

　　・ 令和 4年 3月末まで契約期間を延長し，ポス
ターの内容やデザインなどについても検討する。

　　・ 「ACPの手引き」「私の心づもり」についても，
平成 31年 1月の改訂以降は見直しされていな
いため，改訂の必要性などについて検討した。

　　・ 11 月 30 日が「いい看取りの日」と定められ
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ているので，その日に合わせた県民への啓発
活動について検討した。

　◎打合せ会（令和 3年 11 月 1 日）　協議内容
　　・ 11 月 23 日に開催する ACP普及推進員養成研

修会開催に向けて段取りを確認した。
　　・今年度は ZOOMによる 1回開催に変更した。

　◎ ACP普及推進員養成研修会（令和 3年 11 月 23
日：ZOOM）

　　・参加者数：99 名
　　・講演：松浦将浩（安芸市民病院） （資料 1）
　　・ グループワーク：三上雅美（東広島地区医師

会あざれあ） （資料 2）

　◎打合せ会（令和 4年 1月 27 日）　協議内容
　　・令和 4年度フォローアップ研修会について
　　　 ACP普及推進員の活動状況を共有し，課題点

を抽出した。
　　　フォローアップ研修会の開催方法を検討した。
　　・「ACPの手引き」について
　　　 県外からの問い合わせも多い。使いやすい，

分かりやすいと評価が高く，「手引き」の増刷
を予定している。

　　・ 「手引き」を送付する際に使用した感想などの
アンケートを実施してはどうか。

　　・啓発ポスターについて
　　　 これまで 2年間使用したポスターを更新する

ことはやめ，広島県にはACP普及推進員がい
て，ACPを一緒に考えてくれる人がいること
をアピールするようなものが良いのではでは
ないかという意見があった。

　　・在宅医療・救急医療推進セミナーについて
　　　 本人の意向が確認してあっても，緊急時対応

についての十分な話し合いができていない場
合には，本人の意向が尊重されない状況にな
ることがある。

　　・ ACPは救急医療との関連も大きいことから，
連携を図ることが重要である。

　◎ 第 2回 ACP普及促進専門委員会（令和 4年 3
月：書面会議）

　　・ 令和 3年度ACP普及推進員養成研修会のアン
ケート結果報告

　　・ 令和 4年度ACP普及推進員フォローアップ研
修の実施について

　　　 具体的な事例を共有することや，グループ
ワークを実施して参加型の研修にする予定。

　　・ 在宅医療に関する啓発ツールの充実について
　　　 「在宅医療に関する啓発ツール」に ACPを盛

り込むことも有用である。ACPは終末期医療，
在宅医療のためだけではないが，在宅医療を
選択できるようにするためには重要である。

Ⅲ．　�「ACPの手引き」の配布状況について�
（資料 3）

　第 1版は平成 26 年 3 月 5 日から配布を開始して
「26,672 部」。
　第2版は平成27年 12月 25日から配布して「61,062
部」。
　第 3版は令和元年 1月 15 日から配布して .令和 4
年 3月 31日現在「106,159部」となり，総計「193,893
部」が県内外に配布され，さまざまな場面で普及啓
発用ツールとして貢献している。

Ⅳ．　お　わ　り　に

　令和 4年 3月，厚生労働省がアドバンス・ケア・
プランニング（ACP）の愛称である「人生会議」を
普及・啓発する事業として，「ゼロから始める人生会
議」のホームページを開設している（https://www.

med.kobe-u.ac.jp/jinsei/about/index.html）。
　ホームページにはシリーズ化した動画が掲載され，
人生会議を理解するためのツールとして活用できる。
　また医療・介護専門職を対象とした厚生労働省委
託事業「人生の最終段階における医療・ケア体制整
備事業」の一環として「本人の意向を尊重した意思
決定のための相談員研修会」が全国各地で開催され
る予定である。
　このようにがん診療においても救急医療の現場で
も，広くACPの普及に向けた取り組みが実施されて
いる。広島県地対協がめざしてきた「ACPを地域の
文化にする」という目標も，徐々に実現しているこ
とから，今後も地道な活動を継続する予定である。
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広島県地域保健対策協議会 ACP普及促進専門委員会
委員長　本家　好文　広島県健康福祉局健康づくり推進課
委　員　石村　泰宏　広島県健康福祉局健康づくり推進課
　　　　魚谷　　啓　広島県医師会
　　　　落久保裕之　広島県医師会
　　　　倉田　明子　広島大学病院精神科・緩和ケアセンター
　　　　越部　恵美　広島県介護支援専門員協会
　　　　小山　峰志　広島県地域包括・在宅介護支援センター協議会
　　　　住吉　秀隆　広島市東区医師会
　　　　髙村　省三　広島市健康福祉局高齢福祉部地域包括ケア推進課
　　　　近村美由紀　広島県訪問看護ステーション協議会
　　　　遠山　郁也　広島市健康福祉局保健部医療政策課
　　　　戸谷　誠二　庄原市医師会
　　　　藤原　雅親　東広島地区医師会
　　　　増廣　典子　広島県健康福祉局地域共生社会推進課
　　　　松浦　将浩　安芸地区医師会
　　　　丸山　典良　福山市医師会
　　　　三上　雅美　東広島地区医師会地域連携室あざれあ
　　　　保永　康枝　広島県看護協会
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